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し，寿命を規定している要因のうち，環境要因
が 75％を占めるとする双生児の比較研究を考
慮すると，脳血管疾患，骨粗鬆症，認知症など
は，発症が大きく生活習慣に左右されることが
知られている 4）．ロシアやバングラデシュの平
均寿命の男女差の事例から明らかなように，平
均余命を延ばす，あるいは高齢期のQOLを保
つためには，男女ともに生活習慣を見直すこと
が重要であることは論を俟たないだろう．
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【図5】 性別による要介護の原因の違い（平成13年国民生活基礎調査より）

I n f o r m a t i o n

テーマ●臨床的な抗菌薬・感受性検査結果の読み方
あなたは，その感受性（S）を信じられるか？
目的● 1．抗菌薬感受性結果から耐性メカニズムを
推定し，本当に臨床効果のある薬剤を選択できる．／
2．検査室での感受性（S）と臨床的な感受性（S）の違
いを理解する．／3．最新の情報を知り，その背景を
理解できる．
内容● 1．基礎と臨床の 2名の講師が臨床的な抗菌薬
感受性検査結果の読み方を解説する．／2．2011 年 1
月に発表されたCLSI（Clinical and Laboratory Stan-
dards Institute）のガイドライン（M100-S211）の最新
情報をわかりやすく解説する．

日時● 2012 年 1 月 28 日（土）14：00～18：00
場所●中部ろうさい病院中央診療棟 2F講堂（名古屋
市港区）
講師●青木　眞（感染症コンサルタント），藤田芳郎
（中部ろうさい病院），佐竹幸子（群馬大学）
対象者●医師，薬剤師，看護師，検査技師など，感
染管理に興味のある方
定員●約 200 名（申し込み先着順）
参加費● 7,000 円（会員），10,000 円（非会員）
参加申し込み方法●下記 EBIC 研究会ホームページ
の「申込みフォーム」から，もしくは「EBIC 研究
会入会申込み用紙」「各種行事参加申込み用紙」によ
りFAXにて受け付けます．
URL＝https://ebic.sslserve.jp/form/index1.html

EBIC セミナー2011 第 2 回 in Nagoya の
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